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本日のご説明内容

敦賀発電所の運営状況について

（１） 敦賀発電所の近況について

（２） 敦賀発電所等の主な公表ついて
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（１） 敦賀発電所の近況について

○敦賀発電所１号機 廃止措置計画について
敦賀発電所１号機の廃止措置に向け、平成２８年２月１２日に廃止措置計画認可申請書
（平成２９年２月１０日に一部補正）を、同年８月３１日に原子炉施設保安規定変更認可申請
書（平成２９年２月１０日、３月８日、１６日に一部補正）を原子力規制委員会に提出し、審査
を受けていましたが、この内容が平成２９年４月１９日、認可されました。

当社としては、皆さまのご理解を大前提に、安全第一のもと、敦賀発電所１号機の廃止措
置を進めてまいります。

なお、平成２３年１月２６日から実施していた第３３回定期検査は、廃止措置計画の認可さ
れた４月１９日をもって終了※となります。

※ 「実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則」の第５３条第２項では、廃止措置認可を受けた場合には、定
期検査は認可を受けた日に終了したものとみなす旨が規定されている。
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廃止措置計画の概要

①原子炉本体等解体準備期間（9年間） ②原子炉本体等解体期間（9年間）

工
事
内
容

• 核燃料物質の搬出（新燃料：加工メーカ、使用済燃料：2号機）
• 原子炉建屋及びタービン建屋内設備等の解体撤去

工
事
内
容

• 原子炉圧力容器等の解体撤去
• 原子炉本体等解体準備期間に引き続き、原子炉建屋及びタービン建屋内設
備等の解体撤去

③建屋等解体期間（6年間）

工
事
内
容

• 管理区域の解除
• 原子炉建屋、タービン建屋等の解体撤去

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉
圧力容器

原子炉格納容器

使用済燃料
プール（ラック）

核燃料物質
の搬出

原子炉建屋

タービン建屋

換気空調設備

主な解体範囲 補機冷却水設備 主な解体範囲

主な解体範囲

タービン 発電機

復水器

圧力抑制プール

原子炉格納容器

使用済燃料プール
（冷却水系）

原子炉
圧力容器

換気空調設備

補機冷却水設備

原子炉建屋

タービン建屋

○敦賀発電所１号機の廃止措置は大きく３段階に分け、24年かけて実施していきます。

＜解体対象施設の範囲＞
解体対象施設の範囲

注：１号炉及び２号炉共用設備、地下構造物等は解体対象施設から除く

敦賀発電所１号機 敦賀発電所２号機
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○敦賀発電所２号機 新規制基準への適合性確認審査の申請について

平成２７年１１月５日、新規制基準への適合性確認審査の申請に関し、原子炉設置変
更許可申請書および保安規定変更認可申請書を原子力規制委員会に提出しました。

これまでに３回の審査会合が開催され、原子力規制委員会から敷地内破砕帯関係を
含む地質・地盤を優先して審査するとの方針が示され、審査にあたっての「主要な論点
（１３項目）」が提示されました、（１３項目中１１項目が地震・津波関係）

主要な論点の中には、敷地内破砕帯の全ての調査・評価結果の説明などが求められ
ており、詳細な調査データを整理し取りまとめたことから、平成２８年１１月より、規制当局
と敷地内破砕帯に関するヒアリングを行っています。

今後も原子力規制委員会における安全審査に全力で取り組んでまいります。

（１） 敦賀発電所の近況について

審査会合 開催日 概 要

１回目 平成２７年１１月１９日
原子力規制委員会より、審査の進め方について、敷地内破砕帯
評価と地震動評価を優先して行う方針が示されました。

２回目 平成２８年 １月２６日
当社から申請書の概要を説明しました。敷地内破砕帯について
は「将来活動する可能性のある断層等」でないことを改めて説明
しました。

３回目 平成２８年 ２月 ４日
原子力規制委員会から計１３項目の「主要な論点」が提示されま
した。敷地内破砕帯については、申請時の最新知見に照らして説
明するよう求められました。
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（２） 敦賀発電所等の主な公表について

○敦賀発電所２号機の定期検査状況について
（非常用ディーゼル発電機シリンダ冷却水ポンプの軸の曲がり）
平成２８年１２月２１日、敦賀発電所２号機において、２台ある非常用ディーゼル発電機のうちＢ号機の

点検に伴う試運転中に、シリンダ冷却水を循環させるポンプの羽根車に割れが発生したため、工場にて当
該ポンプを分解し構成部品の詳細点検を行っていたところ、平成２９年２月３日に、軸の一部が僅かに曲
がっており使用できないことを確認しました。本事象は、実用炉規則の報告事象に該当しております。
その後、詳細な調査を実施し、原因・対策を取りまとめ、３月２１日、原子力規制委員会に報告しました。

１．推定原因
（１）軸が曲がった原因は次のとおり推定しました。
・割れた羽根車は今回の分解点検時に初めて新品に交換したものでした。
・羽根車の組み立て時に、軸に羽根車を嵌め込みポンプナットを締め込んだものの、回り止め用のピン
穴位置の手前までしか締め込むことができず作業を中断しましたが、この時に羽根車を過大な力で押
し込んだことにより軸穴の径が僅かに拡大しました。
・さらに、その後ピン穴の位置を合わせるためポンプナットの座面を削った際に、座面に僅かな傾きが発
生しました。
・最終組み立てにおいて、軸穴が拡大した羽根車を座面が傾いたポンプナットで締め付けたため、軸に
対して羽根車が傾いた状態となり、試運転時の水温上昇による熱伸びにより、羽根車がポンプ内部の
部品と接触、羽根車が割れました。
・この時、羽根車と軸を固定していたキーが外れ、回転する軸と羽根車の間に押し込まれ、軸に過大な応
力がかかり曲がったものと推定しました。

（２）羽根車が傾いた状態で取り付けられた原因については、新旧の羽根車が同一仕様品であることから
羽根車を交換する際の具体的な作業手順の確認を行わなかったためでした。

２．対策
・軸と羽根車、キーを新品に取り替えます。羽根車を軸に取り付ける際は、羽根車の締め付け力を管理す
るとともに、羽根車とマウスリングの隙間等を計測し、軸に対し羽根車が傾いていないことを確認します。
・施工会社が現場工事において初めて部品の交換や分解点検を行う場合には、機器の製造メーカへ確認
した具体的な手順を工事要領書に記載するよう社内規程に反映します。
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（２） 敦賀発電所等の主な公表について 非常用ディーゼル発電機 概要図

原子炉補助建屋

機 関：Ｖ型18気筒 400rpm
発電機：三相同期発電機

8625kVA 6900V

シリンダ冷却水ポンプ

ディーゼル機関

入口配管

非常用ディーゼル発電機

敦賀発電所２号機 配置図
非常用ディーゼル発電機鳥瞰図

ディーゼル機関 発電機

約10m 約3m

約4m
（幅4m）

シリンダ冷却水ポンプ仕様
容量：約210m3/h
揚程：約25m

シリンダ冷却水ポンプ構造図

冷却水出口

ディーゼル機関

駆動歯車

羽根車

軸
冷却水入口

シリンダ冷却水

タンク

シリンダ

（９気筒）

シリンダ冷却水ポンプ

原子炉補機冷却

海水系より
冷却器

機関側駆動歯車

機関側駆動軸

シリンダ冷却水系統図

温度調整弁

シリンダ

（９気筒）
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（２） 敦賀発電所等の主な公表について シリンダ冷却水ポンプ損傷状況図

ポンプ損傷状況

軸の材質 ：ステンレス
寸法：長さ約45cm、直径約5cm

90 mm

曲がっている部分

羽根車側 駆動歯車側

キー溝

羽根車の材質：青銅
寸法：直径約33cm

ポンプナット

金属粉

羽根車（入口側）の状況

マウスリングとの擦れ痕を確認

羽根車（背面側）の状況

白枠内：マウスリングとの接触痕

マウスリング（入口側）の状況

ケーシング マウスリング

金属粉

マウスリングに羽根車との擦れ痕を確認

正常なキーの状態

ケーシングカバー

キー

羽根車

ポンプ概略構造

ポンプナット

ロックピン

軸

ケーシング

マウスリング※

A

A’

キー

羽根車

軸の状況

0.18mm

（A-A’断面）

軸

キーの材質：ステンレス
寸法：長さ約45mm、幅約14mm、

厚さ約9mm

※：ケーシングと羽根車の

隙間から流体が逆流する

のを抑制する部品

割れ箇所

キー
軸

羽根車（入口側）割れの状況

回転方向
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（２） 敦賀発電所等の主な公表について シリンダ冷却水ポンプ軸の曲がりメカニズム

正常な状態

軸

羽根車

ポンプナット

羽根車の正常な取り付け状態

ピン穴

①

②

③

③

軸の
回転

①羽根車とマウスリングが接触し、羽根車の回転を妨げた。

↓
②キー溝部に過大な応力がかかり、羽根車が割れ、軸のキー溝からキーが
外れた。

↓
③羽根車が割れて変形し、背面側のマウスリングと接触、固着した。

・羽根車とマウスリングの隙間が確保

されており、接触することはない。

軸の
回転

軸

羽根車

キー

ポンプナット

マウスリング

ポンプ運転中の状態

ポンプ運転中の状態（羽根車に割れが発生）

ポンプ運転中の状態（軸に曲がりが発生）

④キーが軸に押しつけられる

① 外れたキーがポンプナットに接触し、ポンプナットの回転を阻害。

② 軸はディーゼル機関に直結しているため回転を続ける。

③ ポンプナットが締まり込み、キーを押し込む。

④ キーが軸に強く押し付けられて軸が曲がる。

軸

羽根車
隙間

羽根車の最終組み立て
ピン穴

ポンプナット

座面の傾き

ポンプナット

今回の状態

・ポンプナットを締め込んだがピン穴の位置が合わず作業を中断

・この時、ポンプナットにより羽根車を過大な力で押し込み

⇒羽根車の軸穴の径が僅かに拡大

・ピン穴位置合わせのため，ポンプナットの座面の切削加工実施

⇒座面に僅かな傾き発生

羽根車

ポンプナット

軸

軸

ポンプナット

ピン穴のズレ

締付方向

羽根車を最初に取り付けた際の状態

③押し込み

ピン穴

②軸の回転
軸

①

羽根車
（固着）

軸

キー溝

羽根車

羽根車の傾き方向


